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※住反史料叢書
小葉田淳・ 朝尾直弘監修/住反史料館編
1620年代から大坂で銅の精錬を業とし、一時世界銅産市場においても

重要な位置を占めた住友家は、その後金融・貿易などをも手がけ、近

代の財閥につながる豪商の一典型である。その鉱業史料は、質・量と

もにわが国屈指の基本史料であり、本叢書は1万数千点にのぼる近世
史科のうち重要で継続する記録類を中心に編纂。
>A5判・平均400頁/既刊28冊 揃本体259,000円 (税別)

※日本銅鉱業史の研究
小葉田淳著
金銀山の個別の史的研究を集成した、『 日本鉱山史の研究』(学士院賞)、

『続日本鉱山史の研究』につづく本書には、足尾・面谷・別子など日

本を代表する鉱山の個別の史的調査研究にカロえ、付箱として産銅に関

する近世の銅貿易と鋳銭についての論稿を収めた。
>A5判・868頁/本体19,000円 (税別)      ISBN午 7842刊7∞刊

日本産業技術史事典
日本産業技術史学会編

明治維新以降、めざましい発展を遂げてきた近代化の歩みを支えた産

業技術の変遷を跡づけ、日本の産業技術史を俯欧する。大項目には3

ないし4頁の総説をおき、日本産業技術の流れを把握することができ

る「読む事典」。個別項目に関する知識を分野全体の展望との関連に

おいて示す。
レB5判・550頁/本体12,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1345刊

※貨幣と鉱山
小葉田淳著
日本経済史研究の泰斗が中世から近世にいたる貨幣と鉱山に関する論

考を集成。【内容】近世、銀・金の海外流出と銅貿易の動向/日 本中近

世の貨幣事情/領国武田氏の幣制と家康の幣制の確立/佐渡鋳造の金

銀貨、とくに印銀通用について/近世鉱山史料について/近世鉱山経

営と藩の統制/近世、日向椎葉山の錦山について 他

レA5判・300頁/本体7,800円 (税別)      ISBN4-7842-1004刊

近世鉱山社会史の研究
荻慎―郎著

鉱山社会史研究の視点から、従来の研究で欠落していた支配・経営構

造、技術受容と生産体制、労働組織、鉱山法や住民の社会生活などの

実態を大葛金山・院内銀山などの一次史料を通して明かす先駆的な業

績。第 7回高知出版学術賞受賞。

レA5判・640頁/本体12,800円 (税別)      ISBN4-7842幻 900-X

近代数寄者のネットワーク
齋藤康彦着        茶の湯を愛した実業家たち

量写唇峰柔畳重子石蟄と分套耳三竜とそ岳妄字g葺零昼釜負る掻語手
るネットワークを描出する。
レA5判・308頁/本体4,∞0円 (税別)    ISBN978J-7842-1603-1

ミ シ ン と 衣 服 の 経 済 史 地球規模経済と家内産業 伝 統 産 業 の 成 立 と 発 展 播州三木金物の事例

岩本真一著
19世紀後半から20世紀半ばにかけて、シンガー社のミシンは世界を席

巻し、東アジアはその最終市場であつた。こうした状況下でのシンガ

ー社の日本進出を中心に、近代日本におけるミシンの普及と衣服産業

の展開を分析。
レA5判・328頁/本体6,∞0円 (税別)    ISBN978J-7842-1719-9

近世琵琶湖水運の研究
杉江進著
近世における堅円の変貌、後背地との結びつきにより分けられる三地

域 (「諾浦の親郷」 (堅田・大津 。人幡)・ 湖北四ヵ浦・彦根三湊)の対

抗関係、船の航行と船支配の関係という二つの視点を基軸に、近世前

期琵琶湖水運の構造と特質、廻船規定、諸浦の盛衰を論究する。
>A5判・464頁 /本体9,000円 (税別)    ISBN978-牛 7842-1551-5

老震 。中井太一郎と農民たちの近代

鐵 響施 程で重要な役割を果たした「老農」といわれた農事改

良者たち―。除草機 「太一車」の発明者として知られる中井太一郎に
ついて、ライフヒス トリーを丹念にたどりながら、彼の技術・思想や、
その全国巡回を支えた組織・団体などを明らかにする。
レA5判・388買 /本体7,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1710-6

脚間屋井野□屋記録 [全 4巻]

波邊忠司・ 徳永光俊其編
尾張領内と京都・大坂・江戸を中心に各地域を結ぶ尾張飛脚の飛脚問

屋であつた井野口屋の記蝿 原題は「井野口屋飛脚問屋記録 (竪帳和綴、
全33冊)で享保 8年 (1723)か ら天保14年 (1843)ま での記録を収め、近

世の飛脚史・郵便制度の資料的空白を埋める貴重な史料。

"A5判
・平均450争

再イ招茂端子P呼馨 科と8-X CttH47-ね  廻汗l186引

経済史再者
徳永光俊 。本多三郎編

大阪経済大学日本経済史研究所開所70周年記念論文集。経済史研究の

方法論5箱、日本国内外の経済史・経営史を実証的に分析した論文24

雷冬疑響耕%茅深警鴛器男蓬を見秀丞轟蚕楽梅昴亀筆否死希
之
池
と中

レA5判・620頁/本体12,000円 (税別)      ISBN4-7842-1153-5

桑田優著
兵庫県三木市の伝統産業、三木金物は近世後期に勃興し、現在にいた

っている。本書は、流通機構の発達など社会的な背景にも着日し、三

木金物が特産品として全国市場へ進出してゆく過程を跡付ける通史。

>A5判・302頁/本体6,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1523-2

牛 と 震 村 の 近 代 史 家畜預託慣行の研究

板垣員志箸

森桑客と,そ塗岳曇吉鼻客慈≧を含E晉そ盪岳啓壕tttζ査豊趣凄§
描く。
レA5判・266頁/本体4,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1725刊

中近世震業史の再解釈 『清良記』の研究
伏見元嘉著
戦国末期伊予の軍記『清良記』全30巻を分析。その著者および成立年

代を確定し、日本最古の農書とされる第7巻 「親民鑑月集」の位置づ

けを明かす。近世農業の始まりとしての農書という定説をくつがえし、

中世農業の最終段階をはじめて詳説したと位置づけ直す。

レA5判・424頁/本体7,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1562-1

黒正巌著作集 [全 7巷 ]

黒正
聯 麿 覆層贋翠弘誕生に大きな役割を果たした黒正巖の

【
事暫概鼎晃)5透客冤窪≦2扉災ラ香啓祭晟撰宝夢8璽賓五写斃令鋒

譜・著作目録
レA5判・総2.300頁/本体56,000円 (税別)    ISBN4-7842-1122-5

東アジア経済史研究 第一集
大阪経済大学日本経済史研究所編 中国。韓国・日本・琉球の交流

日本における研究を発信するだけでなく、世界、アジアにおける研究

情報を系統的に取り込み、データーベース化し国際的な研究の発展と

交流を目指して行われた第 1回東アジア経済史研究会「近世 。近代の

東アジア経済史研究」 (2007年大阪経済大学日本経済史研究所主催)。

レA5判・344頁/本体4,000円 (税別)    ISBN978-牛7842-1498-3

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌『鴨東通信』を年 4回無料でお送 りしています。

話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい⑤※印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みが ございます。


